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学校法人 金沢医科大学 平成２７年度決算 
 
学校法人金沢医科大学の平成 27年度決算が、5月 30日（月）開催の第 235回理事会及び第 126

回評議員会において承認されました。その概要及び収支等の状況は次のとおりです。 

 
１．事業活動収支計算書の状況 

【教育活動収入】 
(1) 学生生徒等納付金 

前年比1億1千1百万円増の51億1千4百万円となりました。学生数は、医学部生686名、

大学院医学研究科生131名、看護学部生300名、大学院看護学研究科生7名の合計1,124名です。 

(2) 手数料 

  医学部及び看護学部の入学検定料ほかで2億4千8百万円となりました。医学部の入学志願者

は過去最多の4,045名です。 

(3) 寄付金 

前年比5千6百万円減の5億7千7百万円となりました。 

(4) 補助金 

前年比8千2百万円増の14億6千9百万円となりました。 

うち、私立大学等経常費補助金は12億9千万円、その他の補助金は9千9百万円で、内灘町

公的病院等運営費補助金5千万円が新規交付されたため増収となっています。 

(5) 医療収入 

医療収入の総額は、前年比8億2千3百万円増の199億7千6百万円となりました。 

入院収入は、診療単価が 0.1％、病床利用率が 0.2％それぞれ減少しましたが、診療日数が 1

日多かったため、前年比1千3百万円増の142億1千8百万円となりました。 

また、外来収入は、一日平均患者数が1,170人で1.9％増加し、Ｃ型肝炎治療薬等の高額薬品

を院内で処方したことなどにより診療単価が14.0％と大幅に増加したため、前年比8億1千万円

増の57億5千8百万円となりました。 

 

以上により、平成27年度の教育活動収入の合計は、前年比9億4千4百万円増の280億4千2

百万円となりました。 

 

【教育活動支出】 

(1) 人件費 

人件費総額は、前年比3億4千5百万円増となる136億1千4百万円となりました。うち、教

員人件費は、4千4百万円増の40億1百万円、職員人件費は看護師など医療スタッフの増員等に

より、3億3千6百万円増の88億5千万円となり、役員報酬は1億1百万円となりました。 

また、退職給与引当金繰入額及び退職金は、4千万円減の6億6千2百万円となっています。 

(2) 教育研究経費 

医学部及び看護学部の国家試験強化対策、大学院及び総合医学研究所の研究活性化推進、医師

及び看護師の定着を目的とした奨学金給付などで19億1千5百万円となりました。 
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(3) 医療経費 

前年比15億5千万円増の107億1千3百万円となりました。 

うち薬品費が高額薬品の院内処方などにより5億2千6百万円の増、その他の医療経費が病院

本館解体に係る委託費などで10億8百万円の増となりました。 

(4) 減価償却額等 

減価償却額及び徴収不能額は、前年比2億2千2百万円増の29億4千8百万円となりました。

これは、医学教育棟の通年供用で1億5百万円、電子カルテ用ソフトウェア8千9百万円、手術

支援ロボット（ダヴィンチ）3千8百万円などの償却額が新たに増加したためです。 

 

以上により、平成27年度の教育活動支出の合計は、前年比20億6千9百万円増の298億5千万

円となりました。 

この結果、教育活動収支差額は、前年比11億2千5百万円減となる18億8百万円の支出超過と

なりました。 

 

【教育活動外収支】 

受取利息・配当金と短期借入金の利息で、教育活動外収支差額は、差し引き5千7百万円となり

ました。 

 

【特別収入】 

(1) 特定資産償還差額 

償還差額は8億3千8百万円となりました。これは、有価証券の償還金額と簿価との差額を収

入として計上したものです。 

(2) その他の特別収入 

  現物寄付4千9百万円、文部科学省及び石川県の教育研究設備補助金3千5百万円及び過年度

修正額5百万円を合わせ8千9百万円となりました。過年度修正額は、過去に徴収不能として計

上していた医療未収金を回収したものです。 

 

【特別支出】 

(1) 資産処分差額 

  病院本館解体による建物処分差額12億5千4百万円ほかで計12億9千8百万円となりました。 

 

【特別収支差額】 

特別収入合計9億2千7百万円から、特別支出合計12億9千8百万円を差し引いた、特別収支

差額は、3億7千1百万円の支出超過となりました。 

 

【事業活動収支差額】 

以上により、事業活動収入計290億3千2百万円から、事業活動支出計311億5千4百万円を差

し引いた事業活動収支差額（当期利益）は、21億2千2百万円の支出超過となりました。 
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事 業 活 動 収 支 計 算 書 
（自）平成 27年 4月 1日 
（至）平成 28年 3月 31日 

                                         （単位：百万円） 
科  目 金額 前年比 科  目 金額 前年比 

教育活動収入計 28,042 944 教育活動支出計 29,850 2,069 

 学生生徒等納付金 5,114 111  人件費 13,614 345 

 手数料 248 10  教育研究経費 1,915 ▼84 

 寄付金 577 ▼56  医療経費 10,713 1,550 

 補助金 1,469 82  管理経費 660 36 

 付随事業収入 397 10  減価償却額等 2,948 222 

 医療収入 19,976 823       

 雑収入 261 ▼36       

      教育活動収支差額 △1,808 ▼1,125 

教育活動外収入計 63 ▼326 教育活動外支出計 6 ▼1 

 受取利息・配当金 63 ▼326  借入金等利息 6 ▼1 

      教育活動外収支差額 57 ▼325 

特別収入計 927 ▼2,237 特別支出計 1,298 1,218 

 特定資産償還差額 838 ▼2,270  資産処分差額 1,298 1,218 

 その他の特別収入 89 33 特別収支差額 △371 ▼3,455 

事業活動収入計 29,032 ▼1,619 事業活動支出計 31,154 3,286 

事業活動収支差額 △2,122 ▼4,905 

  
（注）△は計算書式上のマイナス表示、▼は比較上のマイナス表示。 

   前年比は平成26年度決算との比較です。（以下同じ） 

 

 

２．資金収支計算書の状況 

【主な資金収入・支出】 

※事業活動収支計算書で説明した項目については割愛させていただきます。 

(1) 借入金等収入 

期中の運転資金として銀行から15億円を借入れしました。 

また、教育振興基金（学校債）を募集し、2億7千万円の資金調達を行いました。 

(2) 特定資産取崩収入 

  減価償却引当特定資産から計画どおり15億5千万円を当年度の支払資金に繰り入れました。 

(3) 借入金等返済支出 

期中に借入れた短期借入金15億円を返済しました。 

また、学校債については、定期償還及び繰上償還等で5億5千2百万円を返済しました。 

(4) 施設・設備関係支出 

施設関係支出では、再生医療センター建設費5億7千4百万円、臨床研究棟受変電設備更新費

2億5千9百万円、ＣＴ更新に伴う改修費4千9百万円などで、合計11億7千2百万円を支出し
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ました。 

設備関係支出では、手術支援ロボット（ダヴィンチ）4億1千万円、Ｘ線ＣＴ装置2億9千2

百万円、ＰＥＴ／ＣＴ装置2億2千5百万円、動物実験用Ｘ線照射装置4千1百万円（文部科学

省補助金1千9百万円）及び医療機器の更新費などで、合計17億2千2百万円を支出しました。 

(5) 貸付金支払支出 

医学部生32名に1億5百万円、看護学部生247名に1億8百万円、大学院看護学研究科生5

名に1百万円、合計2億1千4百万円を支出しました。 
 

以上の資金収支計算の結果、平成27年度の翌年度繰越支払資金（手持運転資金）は前年比5億9

千7百万円減となる58億8千1百万円となりました。 

 

 

資 金 収 支 計 算 書 
（自）平成 27年 4月 1日 
（至）平成 28年 3月 31日 

                                    （単位：百万円） 
収 入 の 部 支 出 の 部 

科  目 金 額 前年比 科  目 金 額 前年比 
学生生徒等納付金収入 5,114 111 人件費支出 13,611 468 
手数料収入 248 10 教育研究経費支出 1,914 ▼85 
寄付金収入 575 ▼58 医療経費支出 10,723 1,637 
補助金収入 1,504 102 管理経費支出 660 36 
付随事業収入 397 10 借入金等利息支出 6 ▼1 
医療収入 19,976 823 借入金等返済支出 2,052 45 
受取利息・配当金収入 63 ▼326 施設関係支出 1,172 ▼1,886 
雑収入  266 ▼38 設備関係支出  1,722 251 
借入金等収入 1,770 ▼60 貸付金支払支出 214 ▼20 
前受金収入  2,653 40 その他の支出 3,099 787 
特定資産取崩収入 1,550 ▼950    
その他の収入 3,700 ▼54    
資金収入調整勘定 △ 6,337 ▼280 資金支出調整勘定 △ 3,097 ▼51 
前年度繰越支払資金 6,478 1,254 翌年度繰越支払資金 5,881 ▼597 
収入の部合計 37,957 584 支出の部合計 37,957 584 

 
 
３．貸借対照表の状況 

【主な増減】 

(1) 資産の部 
資産総額は、前年比22億8千9百万円減の566億1千8百万円となりました。 

これは、教育研究用機器備品などの増加額に対して、資産の除却や減価償却による減少額が上

回ったことによるものです。 

建物及び構築物が 13億 6千 6百万円減少しているのは、病院本館解体による除却やその他の

建物の減価償却額が取得額を上回ったためです。 



 

- 5 - 

建設仮勘定が4億8千4百万円減少しているのは、病院本館解体工事完了により構築物などの

資産に振り替えたためです。 

長期貸付金は医学部生及び看護学部生への奨学金貸与で、その残高は8億7千7百万円となり

ました。 

長期前払金は施設設備に係る火災保険料で、4千9百万円となりました。 

特定資産は、減価償却引当特定資産から 15億 5千万円を取り崩して、病院本館解体費に充当

しました。新規の積立ては行いませんでしたが、債券の早期償還により減価償却引当特定資産が

8億3千8百万円増加し、その結果、特定資産は差し引き7億1千2百万円の減少となりました。 

流動資産のうち、現金預金は5億9千7百万円減の58億8千1百万円となりました。 

(2) 負債の部 
負債総額は、前年比1億6千7百万円減の169億2千1百万円となりました。 

退職給与引当金は、前年比4百万円増の77億7千5百万円となりました。 

(3) 純資産の部 
純資産は、前年比21億2千2百万円減の396億9千7百万円となりました。この結果、資産総

額に対する純資産の割合は70.1％となり、前年度より0.9ポイント減少しました。 

 
貸  借  対  照  表 
平成 28年 3月 31日現在 

                                    （単位：百万円） 
資 産 の 部 負 債 の 部 

科  目 金 額 前年比 科  目 金 額 前年比 
固定資産 46,829 ▼1,955 固定負債 10,531 ▼152 
土地 3,206 0 学校債 2,744 ▼163 
建物、構築物 22,112 ▼1,366 退職給与引当金 7,775 4 
教育研究用機器備品他 7,700 551  長期未払金 12 7 
建設仮勘定 18 ▼484 流動負債 6,390 ▼15 
収益事業元入金 629 ▼ 32 学校債 300 ▼119 
長期貸付金 877 39 未払金 3,075 54 
長期前払金 49 49 前受金他 3,015 50 
退職給与引当特定資産 6,138 0    
減価償却引当特定資産 5,150 ▼712    
海外交流引当特定資産 500 0 負債の部合計 16,921 ▼167 

 医学部奨学事業特定資産 400 0 純 資 産 の 部 
 臨床研修奨学事業特定資産 50 0 科  目 金 額 前年比 
流動資産 9,789 ▼334 基本金 74,469 1,137 
現金預金 5,881 ▼597 翌年度繰越収支差額 △ 34,772 ▼3,259 
未収入金 3,721 248    
貯蔵品他 187 15 純資産の部合計 39,697 ▼2,122 

資産の部合計 56,618 ▼2,289 負債の部及び正 
味財産の部合計 

56,618 ▼2,289 

（注）減価償却額の累計額は 36,040百万円、徴収不能引当金の合計額は 8百万円です。 
 退職給与引当金の額は、期末要支給額 7,775百万円の 100%を計上しています。 
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《損益計算書》 《貸借対照表》
科 目 決算額 科 目 決算額 科 目 決算額 科 目 決算額

医業収益 5,242 医業費用 5,659 流動資産 1,334 流動負債 702
　入院収益 3,356 　材料費 1,564 　現金及び預金 12 　未払金 495
　外来収益 1,867 　給与費 3,018 　未収入金 1,286 　預り金 48
　受託事業収益 5 　委託費 525 　　徴収不能引当金 △ 8 　賞与引当金 159
　施設設備利用収益 14 　設備関係費 124 　貯蔵品 39 　その他 0

　経費 242 　その他 5 固定負債 423
　指定管理者負担金 186 固定資産 98 　退職給付引当金 423

　工具器具備品 189 負債の部合計 1,125
医 業 利 益 △ 417 　　減価償却累計額 △ 91 純資産 307

医業外収益 358 医業外費用 0 　車輛 2 　元入金 629
　寄付金収益 5 　　減価償却累計額 △ 2 　利益剰余金 △ 322
　補助金収益 347 純資産の部合計 307
　雑益 6 経 常 利 益 △ 59 資 産 の 部 合 計 1,432 負 債 ・ 純 資 産 合 計 1,432

金沢医科大学氷見市民病院　貸借対照表

（単位：百万円）（単位：百万円）

金沢医科大学氷見市民病院　損益計算書

平成28年3月31日現在
（自）平成27年 4月 1日
（至）平成28年 3月31日

 

４．金沢医科大学氷見市民病院の状況 

平成27年度は、医業収益が前年比4千1百万円減の52億4千2百万円、これに対する医業費用

が前年比4千6百万増の56億5千9百万円で、医業外収益3億5千8百万円を加えた当期の経常

利益は、5千9百万円の支出超過となりました。 

 

(1) 損益計算書 

医業収益は、入院患者数の減少などにより前年比4千1百万円減の52億4千2百万円となり

ました。うち、入院収益は、前年比4千5百万円減の33億5千6百万円、外来収益は、前年比1

百万円増の18億6千7百万円です。 

医業費用は、前年比4千6百万円増の56億5千9百万円で、うち、材料費が前年比6千2百

万円増の15億6千4百万円、給与費が前年比1千2百万円減の30億1千8百万円、委託費は1

千万円減の5億2千5百万円、設備関係費が1億2千4百万円、その他の経費で2億4千2百万

円、氷見市へ支払う指定管理者負担金は3百万円減の1億8千6百万円です。 

医業外収益は、計3億5千8百万円で、うち氷見市からの交付金など補助金収益は3億4千7

百万円です。 

 

(2) 貸借対照表 

資産総額は14億3千2百万円、負債総額は11億2千5百万円、純資産は3億7百万円です。 

流動資産は13億3千4百万円です。 

うち、現金預金は1千2百万円、未収入金は12億8千6百万円、貯蔵品は3千9百万円です。 

流動負債は7億2百万円です。 

うち、未払金は4億9千5百万円、預り金は4千8百万円、賞与引当金は1億5千9百万円で

す。 

固定負債は退職給付引当金で4億2千3百万円です。 

純資産のうち大学会計からの収益事業元入金は6億2千9百万円となりました。 

（財務部 舛井昭秀 記） 

 

 

 


